
重度重複障害と ICT 機器 
 

近年の学校現場においては、タブレットや電⼦⿊板などの ICT 機器を活⽤した授
業が盛んにおこなわれている。特に特別⽀援学校においては、⾔語的コミュニケー
ションが難しい⽣徒や、視覚や聴覚に障害をもつ⽣徒などにとっては今や⽋かせな
いコミュニケーションツールとなっているだろう。今回は、その中でも⾔語的コミ
ュニケーションが難しい重度重複障害をもつ⽣徒への⽀援機器・アプリケーション
について紹介する。 

１. DropTalk 
これは、「App の中に⼊っている 700 個以上の、シンボルと呼ばれるイラストの中か

ら好きなものを選んだり、⾃分たちで写真や動画を撮って新しいシンボルを作ったり
して使います。デバイス上に表⽰されたシンボルをタップすると、そのシンボルの持
つ意味を、App に登録された⾳声で読み上げて」(1)
くれるものである。⼦どもたちの「うれしい」や
「ありがとう」などの⾃発的なコミュニケーションを
活発にすることを⽬的としており、シンボルも⾃分で
撮った写真などから⾃由にカスタマイズできる。 

2 . EyeMoT 
 「アイモットは、画⾯上の動物に視線
を向けると鳴き声が出たり、動く⾵船を
注視して撃ち落としたりするゲームがあ
り、楽しみながら視線⼊⼒を習得でき
る。」(２)これは、寝たきりで指も使え
ない⼈でもコミュニケーションをとるこ
とができるアプリだ。ゲーム性があるた
め、視線⼊⼒のための訓練と聞くと気負
う⼈でも、達成感を覚えながら、練習を
重ねていくことができるだろう。 
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